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道　標

つ
ま
り
、
「
秘
跡
」
と
「
信
仰

の
神
秘
」
の
関
係
で
す
。
 

ま
ず
秘
跡
と
は
、
洗
礼
の
場

合
、
司
祭
の
「
私
は
父
と
、
子

と
、
聖
霊
の
み
名
に
よ
っ
て
、

あ
な
た
に
洗
礼
を
授
け
ま
す
」

と
い
う
定
句
を
唱
え
な
が
ら
、

そ
の
人
の
額
に
水
を
注
ぐ
行
為

を
指
し
ま
す
。
こ
の
定
句
と
水

を
注
ぐ
行
為
は
洗
礼
が
有
効
で

あ
る
た
め
の
絶
対
条
件
で
す
。

こ
の
儀
式
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

は
洗
礼
の
恵
み
を
受
け
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
恵
み
は
、
洗
礼
の

効
果
の
こ
と
で
す
が
、
何
か
の

物
質
的
な
ご
利
益
で
は
な
く
、

「
信
仰
の
神
秘
」
を
さ
ら
に
深

く
悟
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
は
、
こ
の
「
信
仰
の

神
秘
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
答
え
を
端
的
に
言
い
表

す
な
ら
、
ミ
サ
中
の
聖
変
化
の

後
、
司
祭
が
「
信
仰
の
神
秘
」

と
唱
え
た
後
の
会
衆
の
応
答
に

あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
「
主

よ
、
あ
な
た
の
死
を
告
げ
知
ら

せ
、
復
活
を
ほ
め
た
た
え
ま

す
。
再
び
来
ら
れ
る
と
き
ま

で
」
で
す
。
 

だ
ん
だ
ん
難
し
い
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
聖
パ
ウ
ロ
の

説
明
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
 

「
あ
な
た
が
た
は
知
ら
な
い

の
で
す
か
。
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ

ス
に
結
ば
れ
る
た
め
に
洗
礼
を

受
け
た
わ
た
し
た
ち
が
皆
、
ま

た
そ
の
死
に
あ
ず
か
る
た
め
に

洗
礼
を
受
け
た
こ
と
を
。
わ
た

し
た
ち
は
洗
礼
に
よ
っ
て
キ
リ

ス
ト
と
共
に
葬
ら
れ
、
そ
の
死

に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
が
御

父
の
栄
光
に
よ
っ
て
死
者
の
中

か
ら
復
活
さ
せ
ら
れ
た
よ
う

に
、
わ
た
し
た
ち
も
新
し
い
命

に
生
き
る
た
め
な
の
で
す
。
」

（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙

６
・
３
〜
４
）
 

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
時
、
実

際
に
死
ぬ
わ
け
で
は
な
く
、
古

い
自
分
、
つ
ま
り
原
罪
と
自
罪

に
拘
束
さ
れ
た
自
分
に
死
ぬ
の

で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
秘
跡
と
い
う
の

は
、
儀
式
の
な
か
で
の
キ
リ
ス

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
７
週
間
続

く
復
活
節
の
意
義
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
約
６
週
間
の
四

旬
節
の
後
、
復
活
節
は
聖
霊
降

臨
ま
で
続
き
ま
す
。
典
礼
暦
の

こ
の
期
間
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で

し
ょ
う
か
。
 

典
礼
秘
跡
省
は
次
の
よ
う
に

教
え
て
い
ま
す
。
 

「
受
洗
者
は
復
活
節
の
教
話

を
聞
き
、
特
に
秘
跡
を
受
け
た

体
験
を
通
し
て
、
信
仰
の
神
秘

を
さ
ら
に
深
く
悟
る
。
霊
的
に

満
た
さ
れ
た
こ
の
人
々
は
、
神

の
こ
と
ば
の
す
ば
ら
し
さ
を
味

わ
い
、
聖
霊
の
交
わ
り
に
入

り
、
主
の
め
ぐ
み
深
い
こ
と
を

体
験
す
る
。
こ
の
体
験
は
、
キ

リ
ス
ト
信
者
独
特
の
も
の
で
、

日
々
の
信
仰
生
活
を
通
し
て
増

大
し
、
信
仰
と
教
会
と
世
界
に

つ
い
て
新
し
い
感
覚
を
与
え

る
。
」
 

こ
こ
で
の
受
洗
者
と
は
、
復

活
の
主
日
に
洗
礼
を
受
け
た
新

し
い
信
者
の
こ
と
で
す
が
、
古

い
方
々
も
復
活
徹
夜
祭
の
ミ
サ

の
中
で
洗
礼
の
更
新
を
し
ま
し

た
の
で
、
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
該
当
し
ま
す
。
 

上
記
の
教
え
を
解
説
し
ま

す
。
 

「
秘
跡
を
受
け
た
体
験
を
通

し
て
、
信
仰
の
神
秘
を
さ
ら
に

深
く
悟
る
」
に
つ
い
て
で
す
。

ト
と
の
出
会
い
で
あ
る
と
言
え

ま
す
が
、
信
仰
の
神
秘
は
、
日

常
生
活
の
中
で
の
キ
リ
ス
ト
と

の
出
会
い
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
 

例
え
ば
、
闘
病
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
信
者
さ
ん

深
く
悟
る
」
は
こ
の
よ
う
な
体

験
を
指
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
 

さ
ら
に
、
典
礼
秘
跡
省
の
教

え
を
紹
介
し
ま
す
。
 

「
秘
跡
に
あ
ず
か
る
生
活
を

通
し
て
聖
書
の
理
解
が
深
ま
る

と
と
も
に
、
人
間
理
解
と
共
同

体
の
体
験
も
豊
か
に
な
る
。
こ

の
期
間
、
受
洗
者
は
代
父
母
に

助
け
ら
れ
て
他
の
信
者
と
親
し

く
な
り
、
す
で
に
洗
礼
を
受
け

た
信
者
も
、
新
し
い
視
野
と
新

し
い
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、
入
信
直
後
の
導
き
は

教
会
全
体
に
と
っ
て
き
わ
め
て

重
要
な
時
で
あ
る
。
」
（
『
カ

ト
リ
ッ
ク
儀
式
書
　
成
人
の
キ

リ
ス
ト
教
入
信
式
』
39
番
、
40

番
）
 

教
会
全
体
が
、
主
の
復
活
の

恵
み
で
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う

に
。
 

や
、
特
に
死
の
危
険
に
あ
る
方

な
ど
は
、
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
と

合
体
し
て
い
る
感
覚
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
祈
り
の
中
で
、
さ
ら
に
は
ご

聖
体
拝
領
の
中
で
、
強
く
実
感

で
き
る
は
ず
で
す
。
「
さ
ら
に

聖
香
油
ミ
サ
が
４
月
15
日

（
火
）
午
前
11
時
か
ら
鹿
児
島

カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
 

「
司
祭
職
制
定
を
記
念
し
司

教
と
司
祭
の
強
い
絆
を
表
す
」

こ
の
ミ
サ
で
は
、
秘
跡
の
執
行

人
・
司
祭
が
秘
跡
を
授
け
る
際

に
用
い
る
油
（
病
者
の
た
め
の

油
、
洗
礼
志
願
油
、
聖
香
油
）

が
祝
別
・
聖
別
さ
れ
る
。
こ
の

日
の
ミ
サ
に
は
教
区
内
各
地
か

ら
24
人
の
司
祭
と
助
祭
４
人
が

駆
け
つ
け
中
野
司
教
と
と
も
に

ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
参
列
し
た

信
者
は
約
70
人
だ
っ
た
。
 

ル
カ
福
音
書
朗
読
後
に
説
教

し
た
中
野
司
教
は
、
王
職
、
祭

司
職
、
預
言
職
を
併
せ
持
つ
キ

リ
ス
ト
か
ら
そ
れ
ら
を
与
え
ら

れ
た
司
祭
の
役
割
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
そ
の
う
え
で
「
一
人

ひ
と
り
の
司
祭
に
は
得
手
、
不

得
手
が
あ
り
、
３
つ
の
職
を
完

ぺ
き
に
こ
な
す
こ
と
は
困
難
。

司
祭
団
全
体
で
そ
れ
ら
の
任
務

を
果
た
せ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

ま
た
信
徒
皆
に
は
、
秘
跡
の
恵

み
は
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
神

秘
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
心
に

刻
み
、
祈
り
を
大
切
に
生
活
し

て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。
司
教
の
説
教
の
あ
と

に
は
、
司
祭
た
ち
は
司
教
か
ら

司
祭
の
心
構
え
を
聞
き
、
そ
れ

を
受
け
て
司
祭
職
の
約
束
を
更

新
し
た
。
 

そ
の
後
ミ
サ
で
は
、
病
者
の

た
め
の
油
、
洗
礼
志
願
油
が
祝

別
、
そ
し
て
聖
香
油
が
聖
別
さ

れ
た
ほ
か
、
閉
祭
時
に
は
今
年

度
か
ら
鹿
児
島
教
区
で
働
く
こ

と
に
な
り
、
こ
の
日
の
ミ
サ
に

４
月
13
日
（
日
）
午
後
、
教

区
本
部
を
会
場
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
利
用
し
て
２
０
２
５
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
審
議
す
る
経
済
問

題
評
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

聖
年
に
寄
せ
て
（
４
）
 

主
イ
エ
ス
の
復
活
節
を
生
き
る
　
　
 

鹿
児
島
教
区
司
教
  　
中

野

裕

明

助
祭
叙
階
式
 

 

受
階
者
：
福
音
史
家
ヨ
ハ
ネ
 久
山
元
太
郎
神
学
生
 

日
　
時
：
５
月
25
日
（
日
）
15
時
 

場
　
所
：
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
 

司
　
式
：
中
野
裕
明
司
教
 ※

ミ
サ
後
に
教
会
ホ
ー
ル
で
茶
話
会

会
主
任
司
祭
を
解
任
。
 

▼
福
崎
英
雄
神
父
（
谷
山
教
会

助
任
司
祭
及
び
入
来
教
会
管

理
者
）
は
、
５
月
１
日
付
け

で
川
内
教
会
と
入
来
教
会
主

任
司
祭
。
 

▼
鄭
容
旭
（
チ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ウ

ク
）
神
父
（
韓
国
管
区
）

は
、
５
月
13
日
付
で
谷
山
教

会
助
任
司
祭
。
 

※
い
ず
れ
も
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル

修
道
会
。
 

司
祭
職
制
定
を
記
念
し
油
を
祝
別
・
聖
別
 

今
年
の
聖
香
油
ミ
サ
 

神は、すべての人が誠実に自分の生
涯を送るように招いています。ある人
は、社会の中のさまざまな職場で働く
人として、また夫、妻、父、母として
よい家庭を築くように、そしてある人
は、神と人とに仕える司祭、修道者と
なるように招かれています。神の招き
はこのように人それぞれ異なります
が、自分に対する神の望みを祈りつつ
探していくことが大切です。近年、司
祭や修道者の減少、高齢化が進んでい
ます。とくに「世界召命祈願の日」に
は、司祭、修道者への招き（召命）に
１人でも多くの人がこたえることがで
きるように祈りがささげられます。 
この日は、聖パウロ６世教皇よって

1964年に制定されました。

  ５月11日は 
世界召命祈願の日

▼
栃
尾
泰
英
神
父
（
名
瀬
聖
心

教
会
主
任
司
祭
）
は
３
月
19

日
付
け
で
奄
美
地
区
司
教
代

理
（
地
区
長
）
。
任
期
は
３

年
。司

祭
の
異
動

教
区
人
事

▼
テ
ヨ
ド
ル
・
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父

は
５
月
１
日
付
け
で
川
内
教

回
の
会
議
は
、
任
期
満
了
に
伴

い
司
教
の
任
命
を
受
け
た
新
メ

ン
バ
ー
で
の
も
の
と
な
り
、
予

算
案
は
了
承
さ
れ
た
。
 

新
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通

り
。
会
長
：
中
野
裕
明
司
教

（
教
区
長
）
、
副
会
長
：
泉
浩

二
神
父
（
総
代
理
・
教
区
会

計
）
、
評
議
員
：
小
隈
憲
士
神

父
、
栃
尾
泰
英
神
父
、
山
田
明

さ
ん
、
中
野
健
喜
さ
ん
、
田
下

幸
次
さ
ん
、
池
田
和
恵
さ
ん
、

本
田
ま
ゆ
み
さ
ん
。
 

６
月
初
旬
に
２
０
２
４
年
度

の
決
算
の
た
め
の
経
済
問
題
評

議
会
が
開
催
さ
れ
る
。

駆
け
つ
け
た
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル

会
の
金
熙
一
（
キ
ム
・
ヒ
ー
イ

ル
）
神
父
と
ニ
コ
ラ
ス
・
ス
ワ

イ
ヤ
テ
ッ
ク
神
父
が
紹
介
さ
れ

た
。
ミ
サ
後
、
司
祭
た
ち
は
会

場
を
教
区
本
部
に
移
し
コ
ン
ベ

ン
ツ
ス
へ
と
臨
ん
だ
。

今
年
度
予
算
を
審
議
 

教
区
経
済
問
題
評
議
会

聖香油聖別の祈りを唱える
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カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
の
現
状
 

 カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
に
は

約
４
１
０
区
画
が
あ
り
、
使
用

さ
れ
て
い
る
の
は
３
４
０
余
。

残
り
区
画
は
70
余
と
な
っ
て
い

る
。
納
骨
堂
に
関
し
て
は
、
１

２
０
区
画
の
内
70
区
画
が
埋
ま

っ
て
お
り
、
残
り
は
50
と
な
っ

て
い
る
（
２
０
２
５
年
４
月
15

日
現
在
）
。
 

「
墓
地
を
使
用
し
た
い
」
と

い
う
信
者
に
は
、
墓
地
使
用
権

利
金
と
し
て
１
区
画
あ
た
り
30

万
円
（
大
き
な
墓
を
希
望
し
２

区
画
を
利
用
し
て
墓
石
を
建
て

る
場
合
は
２
区
画
分
の
権
利
金

が
必
要
）
を
納
入
し
て
も
ら

い
、
ま
た
墓
地
管
理
費
と
し
て

も
１
区
画
、
年
間
３
千
円
を
お

願
い
し
て
い
る
。
管
理
費
の
案

内
は
、
死
者
の
月
の
11
月
。
 

墓
地
の
使
用
者
は
主
に
鹿
児

島
市
内
と
近
郊
在
住
の
信
徒
と

そ
の
関
係
者
（
た
だ
し
市
外
・

県
外
在
住
の
使
用
者
も
約
１
６

０
人
）
で
、
鴨
池
教
会
、
谷
山

教
会
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
は
教

会
事
務
所
と
墓
地
委
員
で
あ
る

程
度
の
墓
地
使
用
者
を
把
握

し
、
管
理
費
を
徴
収
し
て
く
れ

て
い
る
。
 

か
つ
て
は
鹿
児
島
市
内
の
教

会
に
は
墓
地
委
員
が
存
在
し
、

墓
地
使
用
者
の
把
握
と
管
理
費

徴
収
を
行
っ
て
い
た
が
吉
野
教

会
、
紫
原
教
会
、
玉
里
教
会
で

は
高
齢
化
や
死
亡
、
転
居
の
た

め
早
々
に
墓
地
委
員
が
途
絶
え

て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
そ
の
役

を
引
き
受
け
る
人
が
い
な
く
な

っ
た
た
め
や
む
な
く
本
部
で
の

管
理
と
な
っ
て
い
る
。
ザ
ビ
エ

ル
教
会
や
鴨
池
教
会
で
も
墓
地

委
員
は
不
在
の
状
態
だ
が
、
教

会
事
務
員
が
そ
れ
を
代
行
し
て

く
れ
て
い
る
。
 

本
部
で
管
理
す
る
場
合
の
問

題
点
は
、
墓
地
使
用
者
の
動
向

（
転
居
や
死
亡
、
教
会
離
れ
）

が
分
か
ら
ず
、
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
小
教
区
で
の
管
理
を

引
き
受
け
て
く
れ
て
い
る
教
会

に
お
い
て
も
「
私
は
も
う
教
会

に
行
っ
て
な
い
」
、
「
代
替
わ

り
し
て
私
は
信
者
で
な
い
」
か

ら
と
小
教
区
で
の
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
使
用
者
も
増
加

し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
方
へ
の
連

絡
は
可
能
で
あ
れ
ば
本

部
か
ら
行
う
こ
と
に
し

て
は
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
あ
る
期
間
が
経
過

す
る
と
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
因
み
に

本
部
で
管
理
し
て
い
る

数
は
約
２
０
０
、
そ
の

う
ち
の
50
余
り
は
行
方

知
れ
ず
で
、
墓
地
管
理

費
納
入
の
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
て
も
宛
先
知
ら

ず
で
戻
っ
て
く
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
墓
地
の
使

用
権
は
父
母
、
あ
る
い

は
祖
父
母
な
ど
信
者
が

申
請
し
権
利
を
得
た
が
、
子
、

孫
に
信
仰
が
伝
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
教
会
の
一
員
で
は

な
く
な
り
、
そ
の
た
め
墓
地
の

継
承
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
大
き
い
。
 

ま
た
小
教
区
に
墓
地
委
員
が

い
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
前
述

の
墓
地
使
用
者
の
動
向
な
ど
が

把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
一
因
で
あ
る
。
今
後
、
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
 

 カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
、
納
骨

堂
、
合
祀
墓
の
申
込
 

 カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
、
納
骨

堂
、
合
祀
墓
使
用
の
た
め
の
申

込
が
必
要
に
な
る
。
 

①
「
カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
に

関
す
る
使
用
権
申
請
書
」
を

提
出
 

②
「
誓
約
書
」
を
提
出
 

③
使
用
金
を
指
定
の
口
座
に
振

り
込
む
 

④
振
込
が
確
認
さ
れ
た
ら
権
利

証
の
発
行
 

※
①
②
に
つ
い
て
は
所
属
教

会
の
主
任
司
祭
の
サ
イ
ン
が
必

要
。
 

 
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
、
納
骨

堂
、
合
祀
墓
へ
の
納
骨
手
続
き
 

 
①
納
骨
届
の
提
出
 

②
役
所
か
ら
の
死
体
埋
（
火
）

葬
許
可
書
の
提
出
 

※
①
に
つ
い
て
は
主
任
司
祭

の
サ
イ
ン
が
必
要
 

 改
葬
等
の
手
続
き
 

 教
区
本
部
へ
の
問
い
合
わ
せ

で
、
最
近
多
く
な
っ
た
の
は

「
墓
じ
ま
い
」
と
「
改
葬
」

（
遺
骨
の
移
動
）
で
あ
る
。
 

亡
く
な
っ
た
先
祖
に
対
す
る

思
い
や
埋
葬
・
納
骨
に
関
す
る
思

い
に
変
化
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
様
々
な
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る

た
め
、
概
略
を
紹
介
し
た
い
。
 

 カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
か
ら
カ
ト

リ
ッ
ク
墓
地
内
納
骨
堂
・
合
祀

墓
へ
遺
骨
を
移
す
場
合
 

 ①
教
区
本
部
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク

唐
湊
墓
地
使
用
権
放
棄
届
」

の
提
出
 

②
納
骨
堂
（
合
祀
墓
）
の
使
用

権
の
取
得
 

・
使
用
権
申
請
 

・
使
用
誓
約
書
の
提
出
 

・
使
用
権
利
金
の
納
入
（
納

骨
堂
40
万
円
、
合
祀
墓
１

壺
に
つ
き
10
万
円
）
 

※
使
用
権
申
請
と
使
用
誓
約

書
は
、
所
属
小
教
区
の
主
任
司

祭
の
承
認
が
必
要
。
収
容
さ
れ

て
い
る
遺
骨
の
一

部
だ
け
を
移
す
場

合
は
①
は
不
要
。
 

 

※
受
け
入
れ
先
に
よ
っ
て
は

再
火
葬
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
る
。
収
容
さ
れ
て
い
る
遺
骨

の
一
部
だ
け
を
改
葬
す
る
場
合

は
①
は
不
要
。
 

 他
の
墓
地
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク

墓
地
・
納
骨
堂
・
合
祀
墓
に
移

す
場
合
 

 墓
地
に
よ
っ
て
管
理
実
態
が

異
な
る
た
め
、
墓
地
管
理
者
に

改
葬
の
旨
を
連
絡
し
、
墓
の
撤

去
等
に
つ
い
て
の
必
要
事
項
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

改
葬
許
可
申
請
書
に
墓
地
管

理
者
か
ら
現
在
遺
骨
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を
も
ら

い
、
改
葬
先
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク

墓
地
・
納
骨
堂
・
合
祀
墓
」
を

記
入
し
、
遺
骨
が
収
め
ら
れ
て

い
る
自
治
体
に
提
出
。
こ
れ
は

遺
骨
の
再
火
葬
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
必
要
と
な
る
。
 

遺
骨
の
移
動
に
あ
た
っ
て

は
、
受
入
証
明
書
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の

際
は
発
行
さ
れ
た
書
類
に
教
区

本
部
が
捺
印
し
、
そ
の
書
類
を

カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
か
ら
他
の

墓
地
・
納
骨
堂
へ
移
す
場
合
 

 
①
教
区
本
部
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク

唐
湊
墓
地
使
用
権
放
棄
届
」

の
提
出
 

②
役
所
へ
の
改
葬
許
可
申
請
 

・
鹿
児
島
市
の
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
教
区
本
部
で
の
証
明

（
押
印
）
を
得
て
鹿
児
島

市
環
境
衛
生
課
斎
園
係
へ

提
出
。
 

こ
れ
ま
で
の
墓
地
管
理
者
に
提

出
す
る
。
 

 墓
石
撤
去
や
手
続
代
行
に
関

す
る
各
種
費
用
（
資
料
提
供
　

は
前
迫
石
材
株
式
会
社
）
 

⑴
墓
石
の
撤
去
工
事
費
用
 

20
〜
35
万
円
程
度
（
撤
去
・

処
分
す
る
石
材
の
数
量
、
墓
地

の
状
況
に
よ
っ
て
変
動
）
 

⑵
遺
骨
の
再
火
葬
代
行
費
用
 

３
万
円
（
骨
壺
代
別
）
 

※
鹿
児
島
市
以
外
に
居
住
の

場
合
４
万
円
 

⑶
手
続
代
行
費
用
 

２
万
５
千
円
（
鹿
児
島
市
へ

の
改
葬
届
・
再
火
葬
に
伴
う
使

用
許
可
申
請
等
の
行
政
手
続

き
）
 

⑷
納
骨
堂
及
び
合
祀
墓
へ
の
文

字
彫
り
費
用
 

２
万
円
（
洗
礼
名
・
名
前
・

没
年
月
日
・
享
年
）
 

問
合
せ
　
前
迫
石
材
株
式
会

社
（
鹿
児
島
市
谷
山
港
２
∣
５

∣
21
）
℡
０
９
９
（
２
６
１
）

９
０
０
０
　
担
当
　
前
迫
拓
実

（
携
帯
電
話
０
８
０
∣
４
９
１

５
∣
７
３
４
２
）

 
SAU T T C , TA CÒN L I GÌ! 
 
S ng chung- khác bi u không th  tránh kh u quan tr ng phía 
sau s  khác bi  ra sao?  
B i khác nhau v  tính cách, l i s ng 
giáo d  s i m t mái nhà, xu m không ph i vì 

n.  
Th   hoà h p không ph n. T  nh ng chuy n nh  khó b  qua 

c, r i bao cu c cãi vã, , chém gi t l n nhau, gây ra nh ng h u qu  to l n 
c.  

Có l  b n và tôi, không ai có kinh nghi m s ng t p th . N u may m n, chúng ta 
g i t  t , hi n lành, d  t phúc bi t bao. Ch c h n, công 
vi c bên ngoài dù n ng nh c c  a, khi v  ngôi nhà chung y ta v n c m 
th y nh  nhàng th c ngh   

t bao m t nh c. 
Còn n u không, s  m t nh c th  xác m i ngày, c ng thêm b ng c a 
ngôi nhà chung kia ch c ch n khi n ta tiêu hao r t nhi ng và khi n ta 
mu n qu  ngã. 
B  n là công chúa là hoàng t u m. 

c bao b  nên gai góc, 
phòng v  ng ch c ta. N ng t p th  t c  chúng ta 

u khá gi t 
c,...N u không nh ng chung, s i thân, làm 

b i cùng dòng máu dân t t bao. 
Cãi nhau, hi m khích, "chi n tranh l nh" v n c  x t n i v n ph i  
chung.  

i bi t t  b i dám  
ch p nh n nhau. N u b
b g chúng ta cùng ý th c r ng 
h i, dù ch  là chuy n nh  u, h  th  l y uy tín,... 
N  i b ng b i 
lông tìm v  thù. 

 th i gian s ng chung v i nhau tr  thành nh ng ký c vui v , và m
quan c a chúng ta còn có th   khi b t ch t g p trên dòng 

i h i h , ta v n có th  c v i nhau. Th  .  
Cãi nhau không ph   "ghim" t  hi
nhau xây d ng cu c s ng chung t c ra kh i cái tôi c ng 
vào v  trí c  ng. Chuy n l n hóa nh , chuy n 
nh  cho qua. Cu c s ng v c r i,  

 mình tr  thành áp l ng v i khai t  nhau trong 
chính trái tim mình.  
Vì sau t t c , ta còn l c m u tr  
Chính cu c s ng chung v i nh ng khác bi t, có va ch m, có cãi vã,...m i 
c t t a nh ng gai góc c   
 
Lucianhthy (spp) 

納骨堂と合祀墓について（規格） 
 
納骨堂（残り区画約50） 

家族で、夫婦で、親族で使用可能 
 
納骨堂１区画の内部寸法は幅40㎝・奥

行30㎝・高さ30㎝で、一般的な骨壺（６
寸サイズ≒直径19㎝）が２つ入る大き
さ。納骨堂に収める骨壺が複数ある場合
は、事前に再火葬を行い「骨壺をまとめ
る」あるいは「骨壺サイズを小さくす
る」必要がある。 
 
合祀墓 

１人信者向け（他の信者と共に納骨） 
 
合祀墓に収める骨壺のサイズは４寸≒

直径13㎝。

カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
・
納
骨
堂
に
つ
い
て
 

現
状
報
告
と
手
続
き
今
後
の
検
討
課
題
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で
鹿
児
島
を
追
わ
れ
た
カ
タ
リ

ナ
永
俊
尼
（
島
津
光
久
の
祖
母

と
も
さ
れ
る
）
が
共
同
体
を
築

い
た
と
言
わ
れ
る
歴
史
あ
る

島
。
こ
の
地
で
の
宣
教
は
１
９

３
０
年
代
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、
戦

争
の
た
め
途
絶
え
て

し
ま
っ
て
い
る
。
 

戦
後
、
宣
教
が
再

開
さ
れ
た
の
は
１
９

６
５
年
ご
ろ
の
こ
と

で
、
ザ
ベ
リ
オ
宣
教

会
の
バ
ル
ビ
ー
ニ
神

父
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。
当
時
、
宮
崎
地

区
を
担
当
し
て
い
た

バ
ル
ビ
ー
ニ
神
父

は
、
月
に
１
度
、
種

子
島
を
訪
問
し
信
徒

の
家
で
家
庭
ミ
サ
を

さ
さ
げ
る
な
ど
し
て

い
た
と
い
う
。
 

そ
ん
な
種
子
島
に

「
聖
堂
が
欲
し
い
」

と
の
信
者
た
ち
の
要

３
月
23
日
（
日
）
、
種
子
島

教
会
（
主
任
司
祭
・
鈴
木
康
由

神
父
）
は
、
中
野
裕
明
司
教
と

と
も
に
献
堂
50
周
年
を
記
念
す

る
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
 

種
子
島
は
１
６
３
２
年
に
キ

リ
ス
ト
教
禁
教
令
を
犯
し
た
咎

３
日
（
土
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒
 

▼
藤
澤
幾
義
神
父
霊
名
（
聖
フ
ィ
リ
ポ
）
 

▼
石
田
望
神
父
霊
名
（
聖
フ
ィ
リ
ポ
）
 

４
日
（
日
）
復
活
節
第
３
主
日
 

▼
盛
克
志
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
１
年
）
 

６
日
（
火
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
来
日
60
周
年
記
念
ミ

サ
・
谷
山
教
会
・
11
時
 

７
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

10
日
（
土
）
青
年
会
・
教
区
本
部
・
18
時
 

11
日
（
日
）
復
活
節
第
４
主
日
 

▼
世
界
召
命
祈
願
の
日
 

13
日
（
火
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
10
時
 

▼
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時
 

14
日
（
水
）
聖
マ
チ
ア
使
徒
 

▼
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

17
日
（
土
）
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
オ
ロ
ー
フ
ォ
神
父
叙
階
記
念

（
１
９
９
８
年
）
 

18
日
（
日
）
復
活
節
第
５
主
日
 

▼
丸
野
六
雄
神
父
命
日
（
２
０
２
３
年
）
 

20
日
（
火
）
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
オ
ロ
ー
フ
ォ
神
父
霊
名
（
聖
ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）
 

21
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

23
日
（
金
）
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
・
教
区
本
部
・
14
時
 

24
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

25
日
（
日
）
復
活
節
第
６
主
日
 

▼
世
界
広
報
の
日
（
献
金
）
 

福
音
宣
教
は
わ
た
し
た
ち
の
使
命
で
す
。
「
世
界
広
報
の
日
」
は
、

こ
の
福
音
宣
教
の
分
野
で
も
と
く
に
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
広
報
媒
体
を
用
い
る
宣
教
に
つ

い
て
、
教
会
全
体
で
考
え
、
反
省
し
、
祈
り
、
献
金
を
さ
さ
げ
る
日
で

す
。
日
本
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
や
技
術
の
進
歩
し
て
い
る
国
で
は
、
広

報
が
社
会
や
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
広
報
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
広
報
を
通
し
て
社
会
と
人
々
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
実
際
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

「
世
界
広
報
の
日
」
は
、
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
定
め
ら
れ
、
１

９
６
７
年
以
来
、
毎
年
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
多
く
の
国
で
は
復
活
節
第
７
主
日
を
こ
の
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
 

▼
助
祭
叙
階
式
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
15
時
 

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

28
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

31
日
（
土
）
聖
母
マ
リ
ア
の
訪
問
 

▼
グ
エ
ン
・
ホ
グ
・
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
７
年
）
 

【
司
教
日
程
】
７
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
13
日
教
区
司
祭
会
及
び
カ
リ
タ

ス
鹿
児
島
、
14
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
21
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
22
日
聖

マ
リ
ア
学
園
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連
盟
、
25
日
助
祭
叙
階
式
、
28
日
中

野
ア
カ
デ
ミ
ー
 

祈
り
の
意
向
 

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
 

教
　
　
皇
　
　
労
働
条
件
 

日
本
の
教
会
　
子
ど
も
 

会

と

催

し

　
５
月

望
が
上
が
り
そ
れ
に
応
え
る
よ

う
に
、
バ
ル
ビ
ー
ニ
神
父
の
あ

と
を
任
さ
れ
た
同
会
の
ル
チ
ア

ノ
・
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
が
教
会
建

設
に
乗
り
出
し
た
。
 

マ
ゾ
ッ
キ
神
父
は
地
元
の
パ

ン
屋
で
の
パ
ン
配
達
や
肉
体
労

働
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
資
金
作
り

を
始
め
た
。
ま
た
そ
の
姿
に
促

さ
れ
る
よ
う
に
信
者
た
ち
も
寄

付
集
め
に
奔
走
し
た
。
 

そ
れ
だ
け
で
な
く
建
設
工
事

が
始
ま
る
と
そ
の
費
用
を
少
し

で
も
節
約
す
る
た
め
に
、
信
徒

も
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
も
、
そ
し
て

１
９
７
０
年
か
ら
保
育
園
「
平

和
の
園
」
を
開
き
種
子
島
で
働

い
て
い
る
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
シ
ス
タ

で
、
前
の
肉
の
欲
を
退
け
た
時

よ
り
も
さ
ら
に
強
い
覚
悟
と
意

志
を
も
っ
て
退
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ら
二
つ
の
誘
惑
が
何
も

効
果
の
な
い
の
を
知
る
と
、
悪

霊
は
さ
ら
に
強
く
狡
猾
な
手
段

を
用
い
ま
す
。
 

人
の
心
に
怒
り
、
短
気
、
妬

み
、
怠
惰
、
す
さ
み
、
疑
い
、

心
配
、
不
安
や
恐
れ
を
起
こ
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
そ
の
人
の
性
格
や
精
神

的
な
病
や
障
害
か
ら
来
る
も
の

で
は
な
く
、
悪
い
霊
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

わ
た
し
も
助
祭
叙
階
前
、
８

日
間
の
霊
操
を
行
っ
た
時
に
少

し
体
験
し
ま
し
た
。
 

突
然
、
過
去
に
起
こ
し
て
し

霊
の
識
別
（
５
）
 

第
一
週
の
悪
霊
の
識
別
 

 今
回
は
、
悪
霊
の
誘
惑
の
段

階
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ア
ル
ぺ
は
、
ま
ず
悪
霊
は

二
つ
の
欲
に
よ
っ
て
誘
惑
を
す

る
と
説
明
し
ま
す
。
 

ま
ず
は
、
肉
の
欲
で
す
。
飲

食
、
睡
眠
、
ま
た
は
そ
の
他
の

官
能
的
な
肉
の
欲
で
す
。
こ
の

欲
は
、
大
罪
か
ら
大
罪
を
重
ね

て
い
く
よ
う
な
霊
魂
に
対
し
て

使
わ
れ
る
手
段
で
、
悪
霊
に
と

新
た
な
未
来
の
た
め
へ
の
第
一
歩
に
 

献
堂
50
周
年
を
迎
え
た
種
子
島
教
会
が
記
念
ミ
サ

っ
て
も
容
易
な
方
法
で
す
。
 

二
段
階
目
の
欲
に
よ
る
誘
惑

は
、
世
の
欲
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

野
心
、
傲
慢
、
高
ぶ
る
心
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
の
世
の
支
配

者
と
な
る
こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ

の
心
を
抱
か
せ
よ
う
と
す
る
誘

惑
で
あ
り
、
「
二
つ
の
旗
」
の

黙
想
で
見
た
よ
う
に
、
悪
霊
の

頭
で
あ
る
ル
シ
フ
ァ
ー
の
手
下

と
な
る
よ
う
導
か
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
世
の
欲
は
、
肉
の

欲
よ
り
も
強
力
な
も
の
な
の

ー
た
ち
も
「
教
会
堂
建
設
の
一

助
に
」
と
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
取

り
、
教
会
の
基
礎
づ
く
り
の
た

め
の
穴
掘
り
に
精
を
出
し
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
 

皆
が
流
し
た
汗
と
熱
い
思
い

で
出
来
上
が
っ
た
聖
堂
は
、
聖

霊
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
１
９
７
５
年
３
月
31
日
、
献

堂
に
至
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
50
年
、
こ
れ
ま
で

に
18
人
も
の
司
祭
が
種
子
島
に

着
任
し
、
種
子
島
と
屋
久
島
の

ま
っ
た
ほ
ん
の
小
さ
な
罪
に
よ

る
罪
悪
感
が
一
瞬
の
う
ち
に
膨

れ
上
が
り
、
強
い
恐
怖
と
不
安

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は

ち
ょ
う
ど
ヨ
ゼ
フ
様
の
記
念
日

だ
っ
た
の
で
「
ヨ
ゼ
フ
様
、
助

け
て
く
だ
さ
い
」
と
強
く
お
祈

り
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
消
え
去
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
悪
霊
の
仕
業
で
あ
っ
た
と

気
付
き
ま
し
た
。
 

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
㉓
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

信
者
た
ち
約
60
人
と
と
も
に
本

土
と
奄
美
大
島
の
間
の
地
区
で

信
仰
を
証
し
し
続
け
て
い
る
。

教
会
で
は
こ
の
記
念
の
年
に
聖

堂
の
補
修
工
事
を
計
画
し
、
現

在
、
募
金
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
 

ま
た
主
任
司
祭
の
鈴
木
神
父

は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
関
係

者
の
言
葉
を
ま
と
め
た
記
念
誌

を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
と
し
て
ま
と

め
希
望
の
小
教
区
へ
配
布
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
 

丘の上に立つ種子島教会

司式する中野司教

霊
操
中
だ
け
で
は
な
く
、
霊

的
に
成
長
し
て
い
る
時
に
必
ず

邪
魔
が
入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
同
伴
者
に
よ
る
識
別

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
弱
点
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
悪
霊
は
、
こ
の

よ
う
に
霊
的
荒
み
へ
と
霊
魂
を

落
と
し
込
も
う
と
し
、
善
霊

は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
霊
的

慰
め
へ
と
導
こ
う
と
さ
れ
ま

す
。
霊
操
者
の
霊
魂
が
ど
う
い

う
状
態
に
あ
る
の
か
を
、
同
伴

者
は
識
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

 参
考
文
献
 

ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ぺ
、
キ
リ
ス

ト
の
道
　
第
三
巻
　
第
二
週
　

キ
リ
ス
ト
の
国

鈴
木
康
由
神
父
の
50
周
年
を
迎
え
て
の
こ
と
ば
 

 中
野
司
教
様
の
司
式
に
よ
り
３
月
23
日
（
日
）
に
種
子
島
教
会
の

献
堂
50
周
年
記
念
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

聖
堂
名
が
「
聖
霊
」
で
あ
る
こ
の
教
会
は
海
・
丘
・
街
の
三
方
向

に
向
か
っ
て
広
が
る
屋
根
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
働
く
人
々
す
べ
て
に
神
様
の
祝
福
が
あ
る
よ
う
に
と
祈
る
心
が
表

現
さ
れ
て
い
る
こ
の
教
会
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
聖
霊
は
種

子
島
で
共
に
働
き
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
日
の
ミ
サ
は
次
の
50
年
に
向
け
て
の
始
ま
り
の
ミ
サ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
 

信
仰
の
継
承
が
難
し
い
時
代
に
あ
る
か
ら
こ
そ
聖
霊
の
助
け
を
祈

り
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
種
子
島
教
会
は
神
様
の
試
み
を
経

た
貴
い
隅
の
石
と
し
て
あ
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。
 

イ
ザ
ヤ
の
預
言
で
神
様
は
「
信
ず
る
者
は
慌
て
る
こ
と
は
な
い
」

と
民
を
諭
さ
れ
ま
す
（
イ
ザ
ヤ
28
・
16
）
。
こ
の
諭
（
さ
と
し
）
を

受
け
て
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
ミ
サ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ドレ「キリストの誘惑」
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で
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。
 

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
を
カ

ヌ
ー
で
進
む
と
、
自
然
の
美
し

さ
と
静
け
さ
に
心
が
癒
さ
れ
ま

し
た
。
 

 ３
日
目
=加
計
呂
麻
島
の
探
訪
 

３
日
目
は
、
加
計
呂
麻
島
を

訪
れ
ま
し
た
。
 

瀬
戸
内
町
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

は
じ
め
に
 

奄
美
大
島
は
、
独
特
の
文
化

と
豊
か
な
自
然
が
魅
力
の
島
で

す
。
 

鹿
児
島
市
内
の
青
年
３
人
に

加
え
て
貴
島
、
李
の
両
神
父
様
の

同
伴
で
実
施
さ
れ
た
今
回
の
巡
礼

（
２
月
23
日
〜
26
日
）
で
は
、
奄

美
大
島
の
信
仰
文
化
や
美
し
い
風

景
、
そ
し
て
地
元
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
多
く
の
学
び
と
感

動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
そ
の
巡
礼
の

様
子
を
振
り
返
り
、
印
象
に
残
っ

た
出
来
事
や
場
所
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
 

 １日
目
=浦
上
教
会
で
の
交
流
 

初
日
は
、
浦
上
教
会
で
島
の

信
者
さ
ん
た
ち
と
共
に
過
ご
し

ま
し
た
。
 

郡
山
司
教
様
の
「
手
作
り
と

不
揃
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の

話
を
聞
き
、
信
者
の
皆
さ
ん
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
島
の
伝
統

料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
郡
山

司
教
様
の
話
は
、
手
作
り
の
温

か
さ
や
不
揃
い
の
美
し
さ
に
つ

い
て
触
れ
、
交
流
を
通
じ
て
新

た
な
発
見
や
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
 

 ２
日
目
 =教
会
め
ぐ
り
と
カ
ヌ
ー
体

験
 ２

日
目
は
、
奄
美
大
島
の
教

会
め
ぐ
り
と
カ
ヌ
ー
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。
訪
れ
た
教
会

は
、
浦
上
教
会
、
大
熊
教
会
、

芦
花
部
教
会
、
瀬
留
教
会
、
大

笠
利
教
会
、
聖
心
教
会
で
す
。
 

各
教
会
で
の
訪
問
は
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
歴
史
と
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
郷
土
料
理
の
鶏
飯
を
堪
能

し
、
住
用
川
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

皆み
な

さ
ん
は
自
分
じ
ぶ
ん

の
名
前
な
ま
え

が
好す

き
で

す
か
。
私
わ
た
し
は
子
供
こ
ど
も

の
と
き
自
分
の
名

前
が
大
嫌
だ
い
き
ら

い
で
し

た
。で
す
か
ら
あ
る
日ひ

、父
親
ち
ち
お
や

に
名
前
の
由
来
ゆ
ら
い

を
聞き

き
ま
し
た
。
す
る
と
父
は
二
人
ふ
た
り

の
兄あ
に

の

名
前
は
自
分
が
つ
け
た
の
に
、
私
の

名
前
は
ど
こ
か
の
神
主

か
ん
ぬ
し

さ
ん
に
つ
け

て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
を
話は
な

し
て

く
れ
た
の
で
す
。
 

理
由

り
ゆ
う

は
兄
た
ち
と
私
は
歳と
し

が
離は
な

れ
て
い
た

か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

父
に
よ
れ
ば
年
齢

ね
ん
れ
い

が
上あ

が
る
に
つ
れ
て
だ

ん
だ
ん
と
自
分
に
自
信

じ
し
ん

が
持も

て
な
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

そ
れ
に
し
て
も
見み

ず
知し

ら
ず
の
人ひ
と

に
名
前

を
付つ

け
ら
れ
た
な
ん
て
…
と
思お
も

う
と
複
雑
ふ
く
ざ
つ

な

気
持

き

も

ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
反
抗
期

は
ん
こ
う
き

だ
っ
た
私
は
父
親
に
「
名

前
を
自
分
で
つ
け
な
い
と
い
う
の
は
親
の
責せ

き

任に
ん

放
棄
ほ
う
き

だ
！
」と
言い

い
放は
な

っ
た
の
で
す
。私
は

父
親
の
困こ

ま

っ
た
顔か
お

を
見
て
何な
ん

と
な
く
得
意
と
く
い

な

気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
今い
ま

で
も
覚お
ぼ

え
て
い

ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
数
日
後

す
う
じ
つ
ご

の
こ
と
で
す
。
父
親
は

突
然

と
つ
ぜ
ん

、「
犬い
ぬ

を
飼か

う
こ
と
に
す
る
。
だ
か
ら
お

前
が
名
前
を
付
け
ろ
」と
言
い
ま
し
た
。び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
私
は
「
犬
の
名
前
く
ら
い

は
す
ぐ
に
つ
け
ら
れ
る
」
と
簡
単

か
ん
た
ん

に
考
か
ん
が
え
て

い
ま
し
た
。
 

し
か
し
良よ

い
名
前
は
頭
あ
た
ま
に
浮う

か
ん
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
父
親
の
条
件

じ
ょ
う
け
ん
が
厳き
び

し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
 

そ
の
条
件
と
は
名
前
は
短

み
じ
か
く
て
犬
が
覚
え

や
す
い
こ
と
、
人
間
の
名
前
と
同お
な

じ
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
き
ち
ん
と
意い

味み

を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
三み
っ

つ
で
し
た
。
 

さ
て
一
週
間
後

い
ち
し
ゅ
う
か
ん
ご

、本
当
に
犬
が
家

に
や
っ
て
来
た
も
の
の
名
前
は
ぜ

ん
ぜ
ん
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
た
め
夕
食
時

ゆ
う
し
ょ
く
じ

に
父
親
か
ら「
名
前
は

決き

ま
っ
た
か
」
と
聞
か
れ
る
日
々
ひ

び

が
続つ
づ

き
ま

し
た
。
 

さ
ぁ
、
こ
の
後あ

と

ど
う
な
っ
た
と
思
い
ま
す

か
。
ち
ゃ
ん
と
名
前
を
付
け
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
…
。

名
前
を
付
け
る
と
い
う
こ
と

要　　理

親
子
の

加
計
呂
麻
島
に
渡
り
、
西
阿
室
教

会
で
ご
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。
西
阿
室
教
会
で
は
、
マ
リ
ア

観
音
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

歴
史
に
感
動
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
実
久
ビ
ー
チ
に
行

き
、
他
に
は
な
い
海
の
青
さ
と

空
の
景
色
は
、
言
葉
に
で
き
な

い
ほ
ど
美
し
か
っ
た
で
す
。
 

 ４
日
目
 =赤
尾
木
教
会
で
の
談
笑
と

帰
宅
 最終

日
は
、
朝
に
赤
尾
木
教

会
を
訪
れ
、
こ
の
数
日
間
食
事

の
用
意
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
信

者
の
皆
さ
ん
と
談
笑
し
ま
し

た
。
お
土
産

を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
、

帰
り
の
飛
行

機
内
で
は
温

か
く
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持

丈
弥
神
父
。
参
加
青
年
は
３
人

で
、
他
に
司
祭
が
２
人
が
同
伴

し
た
。
 

貴
島
神
父
に
よ
る
講
話
、
個

人
黙
想
、
分
か
ち
合
い
の
時
間

の
後
、
聖
体
賛
美
式
で
締
め
く

く
ら
れ
た
。
ま
た
黙
想
会
終
了

後
は
皆
で
夕
食
の
ひ
と
と
き
を

と
も
に
し
た
。
 

▼
幼
稚
園
新
職
員
研
修
会
 

新
年
度
開
始
に
あ
た
っ
て
鹿

児
島
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連

盟
（
会
長
・
中
野
裕
明
司
教
）

で
は
、
４
月
12
日
（
土
）
午

前
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
主
聖
堂
で

新
任
の
職
員
を
対
象
に
研
修
会

を
開
き
、
中
野
司
教
に
訓
話
し

て
も
ら
っ
た
。
 

そ
の
後
、
鹿
児
島
教
区
が
経

営
母
体
と
な
っ
て
い
る
カ
ト
リ

ッ
ク
大
隅
学
園
（
久
保
直
基
理

事
長
）
と
聖
マ
リ
ア
学
園
（
泉

浩
二
理
事
長
）
で
は
辞
令
交
付

式
を
実
施
し
、
新
任
の
職
員
に

辞
令
を
交
付
し
た
。
 

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
 

 お
わ
り
に
 

奄
美
大
島
の
巡
礼
を
通
じ

て
、
独
自
の
信
仰
文
化
や
自
然

の
美
し
さ
、
そ
し
て
地
元
の

人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
 

３月28日に発生したミャンマー中部
を震源とする地震では、2,866人もの死
者が確認された（ミャンマー軍事政権
発表）。また未だに行方不明者も多
く、深刻な状況が続いている。この事
態にカリタスジャパンでは「ミャンマ
ー地震救援募金」を受け付けることを
決定した。 
募金受付口座は以下の通り。（小教
区で募った募金は、直接カリタスジャ
パンに送金のこと。） 
郵便振替：00170-5-95979 
加入者名：宗教法人カトリック中央

協議会 カリタスジャパン 
※通信欄に「ミャンマー地震」と明
記のこと。

ミャンマー地震救援募金開始 
カリタスジャパン

青
年
の
奄
美
巡
礼
を
振
り
返
っ
て
 

玉
里
教
会
     迫

田

菜

々

海

 

郡山司教様と一緒に島の伝統料理を堪能

名瀬聖心教会で

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
（
山

口
寛
子
代
表
）
で
は
、
37
回
目

と
な
る
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講

座
」
を
６
月
か
ら
開
講
す
る
こ

と
に
し
、
現
在
、
講
師
陣
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
 

山
口
代
表
は
「
悩
み
を
抱
え

る
人
た
ち
の
話
を
聞
く
相
談
員

に
な
る
こ
と
も
で
き
る
講
座
。

で
き
る
こ
と
な
ら
多
く
の
人
に

６
月
か
ら
講
座
開
講
 

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
 

相
談
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

が
、
た
と
え
相
談
員
に
は
な
ら

な
く
て
も
こ
の
講
座
で
は
人
間

関
係
を
よ
り
よ
く
保
つ
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。
多
く
の

人
に
受
講
し
て
欲
し
い
」
と
願

っ
て
い
る
。
 

講
座
は
６
月
か
ら
11
月
ま
で

説
明
会
を
含
め
て
16
回
あ
る
。

す
べ
て
の
講
座
は
土
曜
日
の
14

時
か
ら
の
開
講
で
、
教
区
本
部

２
階
会
議
室
が
使
用
さ
れ
る
。

受
講
料
は
１
万
円
（
学
生
５
千

円
）
。
問
合
せ
は
山
口
代
表
ま

で
（
℡
０
９
０
∣
１
１
６
２
∣

７
３
７
２
）

▼
青
年
会
が
四
旬
節
黙
想
 

３
月
23
日
（
日
）
13
時
か
ら

マ
リ
ア
山
荘
に
て
教
区
青
年
会

の
四
旬
節
黙
想
会
が
実
施
さ
れ

た
。
指
導
は
青
年
担
当
の
貴
島


